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防災マップ記号凡例

令和元年台風19号及び
過去に起きた災害情報

災害発生の可能性がある場所

比較的安全と思われる場所

流水経路

WH=○○m

氾濫浸水範囲

浸水深さ

床上浸水

床下浸水

建物全壊

建物半壊

破堤・洗堀箇所

越水箇所

がけ崩れ

地すべり

土砂崩れ

土石流出

土石流

通行止め

土のう積み

避難経路

指定避難所
指定緊急避難場所

その他施設

その他情報

・二か月営業できなかった（中華そば やましげ）
・土のうも置けないくらいの水が流れ込んだ
・2013年9月の台風では土のう100個以上

・川のカーブで水が溢れた

中華そばやましげ

・川がトンネルのようになっており、
川幅も狭くなっている

・川に木々が詰まり水が溢れた

・川からも山からも
水が流れ込む

・低地に水が集まり、片貝川に
流れ込むことができないため、
水がたまった

・S57も土手が崩れて、水が溢れた
・過去に何度も護岸浸食があった

・川の土手が崩れた

・調整池が溢れた
・砂石が道路に流れていた

・片側車線になった

・川から水が溢れ、
道が川のようになる

・道路が20cm程度水没

・下越観測点の千曲川の水位が
2ｍを超えると各地に被害が出る

・土地が最も低い

・土地が低く、道路が冠水すると
逃げ道がないため特に早めに
避難すべき場所

・旭ヶ丘集会場を緊急避難場所
として使用

・諏訪町公民館に避難する
・満員の場合は、うすだ健康館、
美里区公会場、臼田小学校、
佐久平総合技術高等学校（臼田
キャンパス）に避難する

・旧臼田小学校には駐車場があるため、
予め車を移動しておくことができる

・アカシアの木が波打つように
なると危険
・倒木注意

・畑の土手が崩れた

・土砂が詰まる

・山水が団地に流れる

・昭和57年は川底に泥がたまっていた
ため、台風19号より広範囲で浸水した

・山からの水で集水マス
が吹き上げた

・山が崩れ、道が半分埋まる

・橋が渡れなくなる可能性があるため
早めの避難が必要

・側溝から水が溢れて水没する
・水が溢れる

・川の土手が崩れた

・崖（急傾斜地
崩壊警戒区域）

・道路の横断勾配が北に下がっているため
道路の水が北側に流れた

・高速からの水が流れた

・早い段階であれば
臼田総合運動公園
も候補
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